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本体の穴

凸部

テンション

凸部

フタを左（反時計まわり)
にまわし、もちあげてはず
します。(セットするときは

逆の手順で行ってください。)

図のようにテンションの

凸部を本体の穴に片方

ずつさしこんでください。

凸部

テンションのつけ方
かた

セット内容
ないよう

フタのはずし方
かた

注　意（ ちゅうい ）

目　次
もく じ

目　次
もく じ

●毛糸を首にかけてふざけたり、乱暴に遊ばないでください。窒息などの危険があります。●毛糸による事故の危険がありま
すので、３才未満のお子様には絶対に与えないでください。●毛糸を指などに巻きつけないでください。血が通わなくなり、危
険です。●毛糸を編んでいる途中、シリンダー内のベラやフックなどに指や髪の毛や衣服などをはさまれないように注意してく
ださい。●プラスチック袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。窒息する恐れがあります。●思わぬ事故の恐れ
がありますので、使用後は３才未満のお子様の手の届かないところに保管してください。

●小部品があります。誤飲・窒息の危険がありますので、３才未満のお子様には絶対に与えないでください。
●毛糸針は、機能上尖っていますので危険です。
●毛糸は火に近づけないでください。
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＜使用上のお願い＞　○ご使用の前に、取り扱い説明書（本書）をよくお読みください。また読み終わった後は必

ず保管しておいてください。○性質上、毛が抜けやすいので誤って飲み込まないよう注意してください。○はさみ

を使うときは十分注意してください。○プラスチック袋は包装材ですので開封後はすぐに捨ててください。

取り扱い説明書＆あみぐるみなどのつくり方
と かたあつか せつ めい しょ

たび

か あ まこと

まえ と よあつか せつ めい しょ ほんしょようし

よ お あと かなら ほ かん

この度は、タカラトミー「すみっコぐらし　あむあむたまご」を
お買い上げいただきまして誠にありがとうございます。
ご使用の前に、この取り扱い説明書（本書）をよくお読みください。
また、読み終わった後は必ず保管しておいてください。

たびたびたび

か あ まこと

まえ と よあつか せつ めい しょ ほんしょようし

よ お あと かなら ほ かん

●本体 1コ

●テンション 1コ

●ポンポン糸巻き 1コ

●毛糸ガイド 1コ

●毛糸針 1本

●毛糸（茶、白、クリーム、水色） 各1コ

●フェルト（10色） 各1枚

●洋服（しろくま・とかげ・ねこ）３枚

●花かんむり（しろくま・とかげ・ねこ）３枚

●綿 1コ

●取り扱い説明書（本書） 1冊

●編みはじめる前の準備 P1
●輪編みの編み方 P2
●編み終わったら P2
●輪編みの編み終わり・編みはじめのしまつの仕方 P3
●平編みの編み方 P4

●平編みの編み終わり・編みはじめのしまつの仕方 P5
●ポンポンのつくり方 P5
●みにっコポンポンマスコットのつくり方 P6
●すみっコぐらしのあみぐるみマスコットのつくり方 P7
●フェルトパーツ P14

並太
なみ ぶと

並太
なみ ぶと

●パッケージのイラストと写真は実際の商品と多少異なる場合があります。
●セット内容以外の毛糸とフェルトは内容物に含まれておりませんのでご了承ください。

しゃしん

がいい いと ないようぶつ ふく りょうしょうけ

じっさい ば あいたひん ことしょう しょう

ないよう

フック

フック内

ベラ

作業中、ベラは
上下します。

針(18本）

糸口

フタ
シリンダー

ダイヤル

ハンドル

テンション

※輪編みと平編みのきりかえ
　のときに使います。

2通りの編み方が
できます。

輪編み
W

平編み
H

かく ぶ な まえ

すみっコぐらし あむあむたまごの各部の名前

警　告（ けいこく ）
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ダイヤル

平編み

※セット内容の毛糸は「すみっコぐらしのあみぐるみマスコット」をつくるためのものです。練習用はお家にある毛糸で
　行いましょう。

※遊んでいる途中で失敗したら、はさみで毛糸を切らずに本体からはずして
　編み終わりをほどきましょう。

ハンドル

後ろ
まわり

うし 前
まわり

まえ

シリンダー

糸口

糸口

糸口

テンション

糸口の溝

毛糸

本体を平らなテーブルなどの上におき、
ダイヤルを輪編み（W)に合わせます。

毛糸は毛糸玉の中心から、
かごやあき箱などに、
ほぐして入れましょう。

ダイヤルを平編み（H)に合わせます。
ハンドルを後ろまわりに止まるまでまわします。
止まった位置に油性ペンで印をつけます。
ダイヤルを輪編み(W)に合わせます。

輪
編
み

シリンダーの中へ下につくくらい
毛糸を垂らします。(約20cm)

同じように毛糸を、フックの前、後ろと
動かしながら一周させます。正しく毛糸が
かかっていれば、毛糸は最後の針の後ろを
通っています。

糸口の溝に、上から毛糸を通します。

テンションを上に持ち上げ、①～③の順に
毛糸を通し、フタをセットして準備完了です。

印

針

針

糸口に印を合わせ、印の
左側針①のフック内に毛糸を
通します。毛糸が外れない
ようにハンドルを奥（前まわり）に
少しまわします。

針
針

針
針

針

ゆっくりハンドルを奥（前まわり）にまわして、
針②には通さず、針③のフック内に毛糸を
通します。

あ まえ じゅん び

編みはじめる前の準備
あ まえ じゅん び

編みはじめる前の準備

毛糸は針の後ろだよ！
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しるし

毛糸をほぐしましょう
け いと

油性ペンで印をつけよう！
ゆ せい しるし

毛糸をセットする前に
まえいとけ

毛糸をセットしましょう
け いと
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編み地

毛糸針

針

針

編み地の直径約６cm　長さは自由

図のように毛糸を切り、

新しい毛糸を結びつけ

ます。

毛糸を結んだら、これ

まで通りハンドルをま

わせば続きを編めます。

編み地が長くなってきたら手前に出しましょう。

編み地のねじれはときどきなおしましょう。

編んでいる途中も、なるべく下から

軽く引っぱるようにしましょう。

（ハンドルを数回まわしたら、編み地

を下から引っぱる…など）

ハンドルをまわして編んでいきます。

輪編みのときはいつも、前まわりにまわしてください。

最初の２周は中にたらした毛糸を軽く引っぱって、

ハンドルをまわしてください。

テンション・糸口から毛糸をはずします。
まず、20cmぐらい残して毛糸を切り
ます。

毛糸をもって、ハンドルを前まわり
にまわし、シリンダーを１周させます。

編みあがった作品は、本体の下の取り
出し口からそっと取り出します。
編み目がほどけないように、注意しま
しょう。

編み終わりの毛糸はそのまま残して
おきます。

強く引っぱら
ないでネ！

W
H

W
H

毛糸がなくなりそうになったり、
色をかえたいときは…

輪編みの仕上がり

わ あ あ かた

輪編みの編み方
わ あ あ かた

輪編みの編み方

あ お

編み終わったら
あ お

編み終わったら
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しゅう

まえ

ぐち
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した

すう かい あ じ

あ

つよ ひ

け いとばり

はり

はり

く
ら
い

ず

あたら

け いと むす

どお

つづ あ

け いと むす

け いと き

結び目の余分な

毛糸は、はさみで

切ります。

切る
き

めむす

け

き

いと

よ ぶん

じ

と ちゅう

じ なが て まえ だ

まえ

なが じ ゆうじ ちょっけい やく

け いと

いろ

もしも、毛糸が針から
はずれないところが
あったら、セット内容の
毛糸針ではずしましょう。

け いと はり

ない よう

ばりいとけ

わ し ああ

ハンドルは乱暴にまわさないでください。

※ダイヤルが輪編み（W）になっていることを確認しましょう。

注意：

：ハンドルはゆっくり一定の速さでまわしてください。

：本体を左手でしっかりと押さえて、右手でハンドルを
  まわします。
：ハンドルを戻したり後ろまわりにまわさないでください。

らん ぼう

わ あ かくにん

ていいっ はや

ほん たい ひだり て お みぎ て

もど うし

ちゅう い
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★注意：編み終わりの毛糸を強く引きすぎると、編み目がほどけますので、気をつけましょう。

残り糸に毛糸針を通します。 輪になっている編み目に毛糸針を通します。 1周すべて毛糸針を通します。

しぼらない場合しぼる場合

1周した後、残った毛糸をゆっくりと引っぱり穴をふさぎます。

残った毛糸のとなり2目の編み輪に
毛糸針を入れます。

針を通して引っぱり、輪をつくり
そこにまた針を通して結びます。

てっぺんから毛糸針を内側に
入れます。

内側から通した毛糸を引っぱります。

※余分な毛糸は、はさみで
　切るか、中に入れます。

編み終わりの毛糸を通しやすくするために、
本体からはずした後に手で残り糸をゆっくり
引っぱって、1段（1周）ほどいてください。
※長すぎるときは、1段ほどいた後、約20cmの
　ところで切ってください。

セット内の毛糸針に毛糸を通しやすくする
ために、毛糸の先にセロハンテープを1回
巻いて針穴に通しましょう。
通したらセロハンテープははずしましょう。

＜残った毛糸をかくす場合＞ 毛糸針を引っぱり、輪をつくり
そこにまた毛糸針を通して結びます。

1周した後、最後の編み輪に
もう一度針を通します。

毛糸針を
引っぱる

輪編みの編み終わり・編みはじめのしまつの仕方
わ あ し かたああ お

針に毛糸を通しやすくするために…

編み終わり

1
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4

5

1

2

しまつをしやすくするために…

輪編みの編み終わりのしまつの仕方
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残った毛糸をゆっくりと引っぱり、
穴をふさぎます。

最後の編み輪にもう一度、
毛糸針を通します。

毛糸針を引っぱり、輪をつくり
そこにまた毛糸針を通して結びます。

残った毛糸のとなり2目の編み輪に毛糸針を入れます。

針を通して引っぱり、輪をつくりそこにまた針を通して結びます。

てっぺんから毛糸針を内側に入れます。

内側から通した毛糸を引っぱります。
※余分な毛糸ははさみで切るか、
　中に入れます。

★注意：編み地に1周通す必要はありません。

＜残った毛糸をかくす場合＞

1

2

3

4

5

1

2

ダイヤル

前まわり

後ろまわり

平編み
編み地の幅約10cm　長さは自由

フタをはずして、ダイヤルを平編み（H）に合わせます。

ハンドルを後ろまわりに止まるまでまわします。

★注意：ハンドルが止まるまでは反対方向にハンドルをまわさないでね。

★注意：

編み始めの
ここの毛糸を
引き抜いて
ください。

交互に編んで
いきます。

すきな段数分編めたら、ダイヤルを輪編み（W）に合わせて、編み地をとりはずします。
2ページの と同じ方法ではずしてね。

平編みはハンドルが動かなくなったら、今度はハンドルを
後ろまわりにまわし、止まったらまた前まわりにまわし
ます。この作業をくり返します。
※1列目は内側に垂らした毛糸を軽く引っ張って編みましょう。

編む前にあき箱などにほぐしておいた毛糸を、1ページ＜毛糸を
セットしましょう＞の手順を見てセットしましょう。（セット時は
前まわりにハンドルをゆっくりまわします。)

無理をしてそれ以上まわすと、カチカチという音がしますが、

これは安全装置がはたらいた音なので故障ではありません。

輪
編
み

平編みの編み方
ひら ああ かた

平編みの仕上がり
ひら し ああ

編みはじめ
あ

しぼらない場合

しぼる場合

輪編みの編みはじめのしまつの仕方
わ ああ し かた

1

2

3

4

5
編み終わったら
 あ お

編み終わったら
 あ お

あ じ はば

む

あ

ひら あ

さ

れつ め うち

わあ あぶんすうだん あ あ じ

おな ほう ほう

とちゅう い

ちゅうい

はんたい ほう こう

がわ た け いと かる ひ ぱ あ

ぎょう かえ

と まえうし

まえ

うご こん ど

まえ ばこ け いと け

じ

いと

て みじゅん

り い おとじょう

あんぜんそう ち おと こ しょう

ひら

とうし

ああ

け

あ はじ

いと

あごこう

ひら あ

まえ

うし

わ

あ

ひ ぬ

やく なが じ ゆう

ば あい

ば あい

のこ け いと ひ

あな

のこ け いと め あ わ け いと ばり い

はり とお ひ わ はり とお むす

のこ け いと ば あい

け いと ばり うち がわ い

うちがわ とお け いと ひ

よ ぶん け いと き

なか い

さい ご あ わ いち ど

け いと ばり とお

け いと ばり ひ わ

け いと ばり とお むす

ちゅうい あ じ しゅうとお ひつよう
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W
H

編み終わりの毛糸を毛糸
針に通し、輪になっている
すべての編み目に、毛糸針
を通します。

★注意：編み終わりの毛糸を強く引きすぎると、 編み目がほどけますので、気をつけましょう。

図のように毛糸の輪を
つくり、毛糸針を下から
通して結びます。

編みはじめの毛糸を
毛糸針に通します。

毛糸が残ったら、
編み地の中へ少し
縫いこみ、残った
毛糸は切りましょう。

切る 切る

毛糸の輪をつくり、毛糸
針を下から通して
結びます。

毛糸が残ったら、編み
地の中へ少し縫いこ
み、残った毛糸は切り
ましょう。

毛糸針に毛糸を通し、図のように目を
広げながらとじていきます。

毛糸がつれないように
引っぱりとじます。

※しぼらない

　ように注意

　しましょう。

平編みで編んだ編み地を二つ折りにして両サイドをとじる処理法

平編みの編み終わり・編みはじめのしまつの仕方
ひら ああ あ し かたお

ポンポンのつくり方
かた

糸巻きをまわして、間隔を変えるとポンポンの大きさを
変えられます。

毛糸ガイド 糸巻き

糸はさみ

約5.5cmのポンポン小 約6.5cmのポンポン大

毛糸をセットします

本体のフタをはずし、ダイヤルを輪編みに
します。次にポンポン糸巻きをシリンダー
のツメの間にさしこみ、毛糸ガイドを本体
にとりつけます。

ポンポン糸巻きをセットします

※ポンポン糸巻きの上下を間違えないようにしてください。

さ
し
こ
む

ポンポン糸巻き毛糸ガイド
手で２、３回巻き付ける毛糸の先をはさむ

30cmくらいに

切った毛糸を図の

ように置く

①30cmくらいに切った毛糸を図のように置きます。
② ①とは別の毛糸の先を糸はさみの穴に入れ、下にさげて毛糸を固定
   したあと、手で２～３回巻き付ます。次に毛糸ガイドを通して、
    テンションに毛糸を通し、フタをします。

1 2

フタをしないと毛糸がうまく巻けません。

①

②

あ

ばり

とお

とお わ

あ め け いとばり

お け いと け いと ず

け いとばり した

とお むす

け いと わ

なか すこ

のこ け き

き
き

ちゅうい

いと

け あ あ

け いとばり ばり した とお

むす

とお

け いと け わいと け いと け

あ じ なか

のこぬ

きいとけ

すこ

のこいと

じ ぬ

いと のこ

ひら ああ お し かた ああ し かたひら

平編みの編み終わりのしまつの仕方 平編みの編みはじめのしまつの仕方

け いと ばり け いと とお ず め

ひろ

け いと

ひ

ちゅうい あ お けいと つよ ひ あ め き

ひら ふたああ あ じ お りょう しょ り ほう

け いと

いと

いと ま

ポンポンの大きさがえらべます
おお

いと ま かん かく か おお

か

だいしょう やく やく

いと ま

ほん たい わ あ

つぎ いと ま

あいだ け いと ほん たい

け いと

けべつ

おずき

いと

け いと

さき いと あな い した いと こ てい

て

け

かい ま

ま

つ つぎ

け いと

け いと

け いと

とお

とお

いと ま じょう げ ま ちが

いと まけ いと

き け いと ず

お

いとけ さき て ま つかい

ポンポン糸巻き
いと ま
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ふろしきの柄（白）
しろがら

目（茶）
め ちゃ

目（茶）
め ちゃ

目（茶）
め ちゃ

目（茶）
め ちゃ

ピンクのうさ耳
（ピンク）

うさ耳（白）
しろみみ

みみ鼻（茶）
はな ちゃ

目（茶）
め ちゃ

目（茶）
め ちゃ

口（茶）
くち ちゃ

口（茶）
くち ちゃ

●たぴおか
●えびふらいのしっぽ
●ふろしき

●ほこり
●ざっそう

●こうさぎ

こうさぎの
リボン
（ピンク）

2

ハンドルをくるくるまわして、ポンポン糸巻きに毛糸を巻き付けてい
きます。ハンドルを50～100回程まわし、適量の毛糸を巻き付けてく
ださい。終わったら長い糸を切り、残りをポンポン糸巻きに手で巻き
つけます。

毛糸を巻き付けます

はさみで毛糸のたばの両はしを切りひらい
て球にしたら、つくりたい大きさに毛糸を
はさみで整えてできあがり！

形を整えます毛糸を結びます

あらかじめセットして

おいた毛糸で結ぶ

小の場合は片方を、

大の場合は両方の

糸巻きを回転させ、

毛糸をとりはずす

ヘアブラシで毛糸を
ほぐすとかわいい
ポンポンができるよ♥

3

4 5
　でセットしておいた毛糸で、巻き終わった毛糸のたばの中央を軽
く結び、糸巻きを回転させてとりはずします。とりはずしてから、
かたく二度結びしておきます。

えびふらいのしっぽ たぴおか

ざっそう ほこり

こうさぎふろしき

①黄色の毛糸でポンポンをつくり

ます。

②体と同じ色の手と足をつくり縫

い付けます。

③赤の毛糸をくさり編みしてえび

のしっぽ部分を縫い付けます。

①黄緑の毛糸でポンポンをつく

ります。

②ざっそうの形に切ります

③黄色の毛糸をくさり編みして

足をつくり縫い付けます。

①グレーの毛糸でポンポン

をつくります。

②茶の毛糸で足をつくり縫

い付けます。

①ピンクの毛糸でポンポンをつく

ります。

②ピンク毛糸で絞り部分をくさり

編みして縫い付けます。

●手と足のつくりかたは10ページを参考につくってね。

●フェルトパーツは市販の毛糸で作つくれるみにっコのポンポンマスコットの型紙です。

●この図面を別の紙に写しとったものを型紙として使用してください。● はさみで切る際には十分注意してください。

用意する物
よう い もの

☆市販の物  ●毛糸（各みにっコの体と同じ色）●フェルト ●ボンド ●はさみ
ものはんし け いと かく おなからだ いろ

かた

みにっコのポンポンマスコットのつくり方
かた

みにっコのポンポンマスコットのつくり方

絞り部分

フェルトパーツフェルトパーツ

毛束の毛量が少ないなと思ったら2つ重ねてから球にするといいかも♡

体ができたらフェルトを貼ってね！

まわす

①つくりたいたぴおかの体の色

と同じ毛糸でポンポンをつく

ります。

②体と同じ色の毛糸をくさり編

みして手と足をつくり縫い付

けます。

①白い毛糸で2個のポンポンをつく

り、2個の結び糸をしっかり結び

ます。頭と胴のくびれを整えま

す。

②白い毛糸で、手と足、しっぽをく

さり編みでつくり縫い付けます。

け ま ついと

け いと むす

け いと

け いと

け ま

ま まていと

つ

お なが いと き のこ

いとかい ほど

いと ま

てきりょう

ま つ

ま お け いと ちゅうおう かる

いと まむす かい てん

に ど むす

かたち ととの

け いと りょう き

たま おお け いと

ととの

け いと むす

しょう ば あい かた ほう

だい ば あい りょうほう

いと ま かいてん

け いと

け もう すく おも かさ たまりょうたば

け いと

て あし さんこう

し はん け いと つく かたがみ

ず めん べつ かみ うつ かたがみ し よう き さい じゅうぶんちゅうい

き いろ け いと

からだ おな いろ て あし ぬ

つ

あか あけ いと

ぶ ぶん ぬ つ

からだ は

きみどり け いと

かたち き

き いろ け いと あ

あし ぬ つ

け いと

け いと しぼ ぶ ぶん

ぬあ つ

け いと

ちゃ け いと あし ぬ

つ

しぼ ぶ ぶん

からだ いろ

おな け いと

からだ おな いろ あけ いと

て あし ぬ つ

しろ け いと

しろ け いと て あし

ぬあ つ

こ

こ

あたま どう ととの

むす いと むす
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かた

すみっコぐらしのあみぐるみマスコットのつくり方
かた

すみっコぐらしのあみぐるみマスコットのつくり方
用意する物
よう い もの

☆セット内容…●毛糸 ●フェルト（目・口・鼻・耳・お腹・からだの模様） ●毛糸針 ●綿  　

☆その他………●ボンド ●はさみ

ない よう

ほか

け いと め くち はな みみ なか も よう け いと ばり わた

ねこのからだのつくり方
かた

ねこ
いろ け いと わ あ

（クリーム色の毛糸/輪編み）

① ダイヤルを輪編みにして17段編みます。編み地を本体からはずして、1段ほどきます。

② 残り糸を輪になっている編み目に1周通します。3ページの「輪編みの編み終わりのしまつの仕方」を参考にして

　 ください。糸はしぼったり、結んだりせずに残します。

③ 編み終わりの糸を引っぱりながら､四角い編み地になるように整えます。

　 糸はしぼったり、結んだりせずに残します。 (図1)

編み終わりの毛糸を輪に通しやすくするために、
つくり方に書かれている段数は１段多くなってい
ます。各パーツ毎に本体で編み終わったら編み終
わりを１段ほどいてから、後処理をしてください。
※編み終わったら本体からはずして、１段ほどいて
　から約20cmのところをはさみで切ってください。
※編みはじめは約20cmを本体中央にたらしてください。

※セットした毛糸は段数に含まれません。

  くわしい説明は１ページ

  を読んでください。

 油性ペンで印をつけます。

※指定がない残り糸は結んで編み地の中に入れるか、縫い込みます。

段数を数えやすくするために 後処理をしやすくするために

油性ペンで印をつけよう

糸はそれぞれ結び

編み地の中へ入れる

（図4）
ず

あ じ なか い

いと むす

下から11段目

ねこは､耳の角から2cm

(♥しろくまは、耳の角から1cm)

（図3）
ず

した だんめ

みみ かど

みみ かど

※折り返し縫う
お かえ ぬ

※折り返し縫う
お かえ

かた

いとのこ

くち

つか

★とじ方1

残り糸を使って
口をとじる

耳になる

引っぱる 引っぱる

（図1）
ず

※結ばない･切らない
きむす

ひ ひ

みみ

※結ぶ･中に入れる
むす なか い

※結ばない･切らない

編み終わりの残り糸

きむす

あ お のこ いと

編み終わりの残り糸
あ お のこ いと

（図2）
ず

編みはじめの残り糸
あ のこ いと

④ 編み終わりの残り糸を使って「★とじ方１」の方法で口をとじます。

⑤ とじ終わったら、耳になる両方の角を引っぱり、ねこの耳の先が、とがるように整えます。(図2）残り糸は結んで中

　 に入れます。

ずお みみ みみ さきかど ひりょうほう

あ お いと つか かた ほうほう くち

むす なか

い

のこ

ととの いとのこ

⑥ ねこの耳を作るため､別の糸で編み地の下から11段目から

 　耳の角から2cmまで、ななめに縫います。（図3）
みみ

みみ べつ

ずぬ

いとつく

かど

あ した だん めじ

※とんかつ・ぺんぎん？をつくるときは、市販の材料を使ってください。
し はん ざい つかりょう

ゆ せい しるし

せつ めい

ゆ せい しるし

よ

け いと だんすう ふく

あ お け いと わ とお

かた か だん すう だん おお

かく ごと ほん たい あ お あ お

だん あと しょ り

あ お ほん たい だん

やく き

あ やく ほんたいちゅうおう

だん すう かぞ あと しょ り

し てい いとのこ むす あ じ なか い ぬ こ

しるし

ぬ

いと

ととのじあし かく

さんこうわ わいとのこ

むすいと のこ

ず

いと ひ

わ だんだん ああ あ じ ほんたい

あああ お

あ お

し かた

むす のこ

とおしゅうめ
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※結ぶ･中に入れる

編み終わりの残り糸

丸くする
まる

丸くする
まる

あ お のこ いと

（図1）
ず

（図8）
ず

むす なか い

（図7）
ず

口の開きが5㎝に

なるように引っぱる
ひ

引っぱる ひ

引っぱる

耳の位置
みみ い ち

くち ひら

ひ

※結ばない･切らない

編み終わりの残り糸
きむす

※結ばない
　切らない

き

むす

あ お のこ いと

編みはじめの残り糸
あ のこ いと

かた

ほう ほう くち

※7ページの「★とじ方１」の

　方法で口をとじる

しろくま
しろ け いと わ あ

（白の毛糸/輪編み）

しろくまのからだのつくり方
かた

① ねこのからだのつくり方①～③までと同じ方法でつくります。（図1）

② たたんだ編み地の口の長さが約5㎝になるまで編み終わりの糸を少しずつ引っぱり､耳の位置を丸くします｡(図7） 

③ 編み終わりの残り糸で⑦ページの「★とじ方１」の方法で口をとじます。残り糸は結ばず､残します。

④ 残り糸を少しずつ引っぱって､②で丸くした角と同じように反対側の角も丸くします｡残り糸は結び中へ入れます。

⑤ ねこのからだのつくり方⑥の方法で耳の角から1cmまで縫います。

⑥ ねこのからだのつくり方⑦⑧と同じ方法で綿を詰め､しろくまのからだを仕上げます。

あ じ みみ

みみ かど ぬ

い ちくち

くち

なが あ お

あ お のこ

いと

いと

いと のこ いと

のこ いと

すこ

すこ

ひ

ひ かど おな はんたいがわ

まる

かど まる のこまる

ず

ず

かた

かた

かた

かた

おな

おな ほう ほう

ほうほう わた つ し あ

ほう ほう

ほう ほう のこ

やく

むす

むす なか い

⑦ 編み地に綿を詰め、残り糸を引っぱりながら､からだの形の高さ約7㎝･からだの周り約19㎝に整えます。(図5)

⑧ 綿を詰めた口が直径2.5㎝になるようにしぼり、（図6）編みはじめの残り糸を使ってとじます。（★とじ方1）残り糸は

　 結んで中に入れます。

（図6）

引っぱりながら

大きさを整える

※結ばない･切らない

高さ7㎝
たか

むす

むす なか い

き

（図5）
ず

ず

わた

※結ぶ･中へ入れる 編みはじめの
残り糸

あ

いとのこ

おお ととの

直径2.5㎝
ちょっけい

綿

ひ約19㎝
やく

かた ほう ほう くち ず

※7ページの｢★とじ方１｣の方法で口をとじる(図2）

とかげのからだのつくり方
かた

とかげ・しっぽの詰め物
みず いろ け いと わ あ

（水色の毛糸/輪編み）
つ もの

① ダイヤルを輪編みにして15段編みます。編み地を本体からはずして､1段ほどきます。

② とんかつ･ぺんぎん？のからだのつくり方②③と同じ方法でつくります。（図9）

③ 編み地に､綿を詰め､編み始めの残り糸を引っ張りながら､からだの高さ約7㎝･からだの周り約19㎝に整えます。(図5)

④ 綿を詰めた口を直径4㎝になるようにしぼり、糸は結び残します。(図6)

わ だんだん ああ あ じ ほん たい

いと むす のこ

ぱ たか まわ やく ととの ずやく

おな ほう ほう

あ あ はじ

わた つ くち ちょっけい

わた つじ

かた ず

ず

のこ いと ひ

かた

（図6）
ず

※結ぶ･切らない
きむす

編みはじめの残り糸
あ いとのこ

引っぱる

※結ばない･切らない

編み終わりの残り糸

編みはじめの残り糸
（図9）

ず

きむす

あ お いとのこ

あ いとのこ

※結ぶ･中に入れる
むす なか い

高さ７㎝
たか

（図5）
ず

わた

引っぱりながら

大きさを整える
おお

ひ

ととの

綿

直径4㎝
ちょっけい

ひ

約19㎝
やく

あ

わた

むす なか い

つ くち けいちょっ ず あ のこ つか かたいと のこ いと

じ わた つ いとのこ ひ かたち ずととのたか やく まわ やく
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（図10）

引っぱる

編み終わりの糸

編みはじめの糸 編みはじめの糸

※切る
　中へ入れる

※切らない･結ぶ

（図11）

残り糸でとじる

編みはじめの糸

あ いと
あ いと

ひ

あ お いと 編み終わりの糸
あ お いと

なか い

き

むす なか い

むすき

※両端を
　突き合わせる

つ あ

はしりょう

ず

ず （図12）
ず

（図14）
ず

（図15）
ず

（図13）
ず

いとのこ

あ

※結ぶ･中へ入れる

高さ5㎝
たか

約8㎝
やく

端から２段目

むす のこ

※⑪で引っぱる
　しっぽの部分
　 （図17）

ず

（図18）
ず

ひ

ぶ ぶん

はし だん め

※結ぶ･残す

★確認
かくにん

★確認
かくにん

引っぱる
ひ

引っぱる
ひ

編みはじめの糸
あ いと

（図16）
ず

※詰め物をずらし
   しっぽになるように
　しっかり引っぱる

つ

ひ

もの

本体の編み
はじめの
残り糸

あたいほん

のこ いと

ほん たい なかものつ

ひ

ひ ぱ い ち

ぬ つ

ず

ず

    ⑪ ⑩で縫い付けた､しっぽの詰め物を本体の中でずらし　
　     しっぽになるように､しっかり引っぱります｡(図18)

　     ※引っ張る位置は（図17）の

だん め

あ め めん

めん そと がわ たいそこ

はじ ほんたい

ほん たい くち

くち

ものい

いと ず

あか ひょうじ

いと

いと とお

とお

つ

むす のこ

のこ

ぬ

つ もの

ず

ず

とかげ本体にしっぽの詰め物を入れます
もの いほん たい つ

⑨ ⑧でつくったしっぽの詰め物の合わせ目のない面

　 の端から2段目（図16）に本体の残り糸（図では、

 　わかりやすく赤で表示しています。）を通します。

⑩ 糸を通した面を外側にして、底(おしり)が平らに

 　なるように、本体の口へ入れ、しっぽの詰め物と

 　口を縫います。糸は結び､残します。(図17)

しっぽの

※結ぶ・中へ入れる

（図19）
ず

（図20）
ず

（図21）
ず

なか いむす

さき め

先から4目

こ てい

むす

やく め のこ

ひ さき

ほん たい なか

い

いと

のこ いと

かい

ぬ

ず

⑫ 引っぱったしっぽの先から

　 約4目のところを残り糸で

 　(図19～21)のように２回

 　縫ってしっぽを固定します。

 　残り糸は結んで本体の中に

 　入れます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

とんかつ・ぺんぎん？のからだのつくり方
かた

とんかつ
ちゃ け いと わ あ あ

（茶の毛糸/輪編み） ぺんぎん？ ※つくり方は同じです。
かた おな

みどり けき いと わ

（黄緑の毛糸/輪編み）

① ダイヤルを輪編みにしてぺんぎん？は16段、とんかつは15段編みます。編み地を本体からはずして､1段ほどきます。

② 3ページの「輪編みの編み終わりのしまつの仕方（しぼる場合①②③④⑤）」の方法でしまつします。（図1ｰ1)

③ 編みはじめの残り糸も引っぱって､口の大きさが編み地の幅と同じぐらいになるようにしぼります。

　 糸は結ばず残します。（図1ｰ2）

わ だんだん だん あ ああ じ ほんたい

わ ほうほうば あい

いと むす のこ

くち おお あ じ はば おな

ああ

あ

お ず

ず

のこ いと ひ

し かた

※市販の毛糸を使います。
し はん け つかいと

⑤ とかげのしっぽの詰め物をダイヤルを輪編みにして10段編みます。編み地を本体からはずし、１段ほどきます。

⑥ 3ページの「輪編みの編み終わりのしまつの仕方（しぼる場合①②③④⑤）」でしまつします｡（図10・11）

⑦ 編みはじめの残り糸も引っぱってしぼります。糸は結び残します。（図12）

⑧ 編み地の両端を突き合わせ(図13)残り糸で縫い合わせます。(図14)高さ5㎝･編み地周り8㎝に整え、糸は結んで

 　中へ入れます。(図15）

　　

だん だんあ

ああ お

あ

あ

ば あいし かた

あ

あ

じ

じ まわじ つ あ ありょうたん

ほん たい

いと

いと

いとひ むす

むす

なか い

のこのこ

いと ぬのこ たか ととの

つ もの わ あ

わ ず

ず

ず ず

ず
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手・足・しっぽのつくり方
かたあして

※毛糸の色はそれぞれの本体の色と同じです。くさり編みでつくります。
け いと いろ ほん たい いろ おな あ

足／しろくま・ねこ・とんかつ・とかげ
かくあし いろ おなほん たい け いと あ

（各本体の色と同じ毛糸/くさり編み）

（図1）
ず

（図2）
ず

（図4）
ず

（図5）
ず

※中へ
　入れる

※残す

※くさり編みが横に
　並ぶように
　二つ折りにする

糸ははじめに戻す

それぞれ

15㎝残す

（図3）
ず

なか

のこ

い

なら

ひ

い あ

ちゅうす

ぬ

いと もど

よこあ

なら

ふた お

のこ

※引っぱり過ぎに注
意して､くさり編み
が並ぶように､すく
うように縫う

手／しろくま・ねこ・ぺんぎん？・とんかつ・とかげ
かくて いろ おなほん たい け いと あ

（各本体の色と同じ毛糸/くさり編み）

ひと さ ゆび ゆび とおおや ゆび ゆびひと さ あいだ

なが いと いと ひ

おやわゆび した

かい

うし

とおいとけまえ

のこ め ああ あ おいと

いと いと むす みじかいっ ぽう ほう ほう のこ

はじ

ならあ

おな

ほん

け

いとけ

いと

いちゅうすひ

なか いあ なが

け のこ

のこ

ぬ もど

もど

き

おふた

ず

ず

ず

ず

① 毛糸の端から15㎝を残し､くさり編みで9目編みます。編み終わったら毛糸を15㎝残して切ります｡（図1）

② くさり編みが並ぶように二つ折りにし(図2）残した毛糸で引っぱり過ぎに注意しながら、となりあった､

　 くさり編みをすくうように、縫い合わせます｡(図3)端まで縫い終わったら、糸をくさり編みの中へ通して､

 　縫いはじめに戻します。(図4)

③ ②で戻した糸ともう一方の糸を結び､短い方をくさり編みの中へ入れます。長い方は残します｡(図5)同じものを

 　2本ずつつくります。

① 毛糸の端から15㎝を残し､くさり編みで7目編みます。編み終わったら毛糸を15㎝残して切ります。(図6)

② くさり編みを二つ折りにして､残した毛糸で縫い合わせます。端まで縫い終わったら､糸をくさり編みの中へ通して､

　 縫いはじめに戻します。(図7)

③ ②で戻した糸ともう一方の糸を結び､短い方をくさり編みの中へ入れます。長い方は残します｡(図8)同じものを

 　2本ずつつくります。

くさり編みのつくり方

③ 輪に親指に通す。 ④ 親指と人差し指の間に
　 長い糸をかけて、かけた糸を引っぱる。

⑤ 引っぱった糸を
 　人差し指をかけ
　 両方の糸を引っぱり
　 目の大きさを整える。

⑥ 目の下を抑えながら
　 ③～⑤をくり返し
　 つくるとつくり
　 やすい。

1目は米粒ぐらいの
大きさにするのがオススメ。

① 人差し指の後ろから
　 前に毛糸を通す。

② 指を下からくるっとまわして
　 2回ねじる。

この輪が「1目」

短い糸を持つ
いとみじか も

※結ぶ
むす

④ 編み地に綿を詰め、残り糸を引っぱりながら､からだの形の

　 高さ約7㎝･からだの周り約19㎝に整えます。(図5)

⑤ 綿を詰めた口が直径2.5㎝になるようにしぼり、（図6）編みはじめの

　 残り糸を使ってとじます。（★とじ方1）残り糸は結んで中に入れます。

引っぱる

※結ばない･切らない

編み終わりの残り糸

編みはじめの残り糸

（図1-2）
ず

（図1-1）
ず

きむす

あ お いとのこ

あ いとのこ

ひ

かたあ

のこ め

いと むすいっ ぽう みじか ほう あ

とお

いと

いと

いと

はじ

はじ

け いとけ

いとけ なか

なか い ほう のこなが

のこ

のこ

ぬ もど

ほん

もど

ぬ ぬあ ああ

き

おふた

ず おな

ああ あ お

お

ず

ず

ほう

めわ

め した おさ

かえ

こめ つぶめ

おお

ゆびひと さ

りょう いと ひ

いとひ

め おお ととの

あ

わた つ くち ちょっけい ず あ

たか

のこ いと つか かた のこ いと なか いむす

やく まわ やく ととの ず

じ わた つ いとのこ ひ かたち

とおはじ いと なかぬ あ ああ ぬ おず
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（図10）
ず

（図11）
ず

（図12）
ず

（図13）
ず

（図9）
ず

※中央に結び目が
　くるように結ぶ

※最初の
　結び目に通す※結ぶ

※残す

※中へ入れる

それぞれ

15㎝残す

さいしょ

むす め とお

のこ

なか

むす

い

ちゅうおう むす

むす

め

のこ

それぞれ

15㎝残す

（図6）
ず

（図7）
ず

（図8）
ず

※二つ折りに
　する

※残した糸で
　縫い合わせ
　糸ははじめに戻す

※結ぶ

※残す

※中へ
　入れる

ふた なか

のこ

い

のこ

ぬ あ

いと

いと もど

むす
お

のこ

それぞれ

15㎝残す

（図14）
ず

（図15）
ず

（図16）
ず

※二つ折りに
　する

※残した糸で
　縫い合わせ
　糸ははじめに戻す

※結ぶ

※残す

※中へ
　入れる

ふた なか

のこ

い

のこ

ぬ あ

いと

いと もど

むす
お

のこ

しっぽ／しろくま
しろ け いと あ

（白の毛糸/くさり編み）

しっぽ／ねこ
いろ け いと あ

（クリーム色の毛糸/くさり編み）

（図1） （図2）

②

④

⑤

⑥

①
③

※結んで
　中へ入れる

約 5㎝ 残す

ねこは毛糸を 2重で使う

毛糸針

ねこのひげ／ぺんぎん？のくちばし

③ ぺんぎん？のくちばしは､糸を約5㎝残して､頭のてっぺんのしぼり口から入れ､フェルトのくちばしの上を通し

　 頭のしぼり口へ出します｡（図3）糸を結んで中へ入れます。

① ねこはセット内容の茶色の毛糸を使います。毛糸を半分(約30cm)の長さにします。

　 ぺんぎん？は市販の茶色の毛糸を使います。

② ねこのひげは､写真を参考にしながら､糸を約5㎝残して耳の下､2目のところから①～⑥の順に糸を通して2本の

　 ひげにします｡(図1）もう片方のひげも同じように縫います。糸は結んで中に入れます｡(図2)

け

け

いと

いと いと むす みじかいっぽう ほう あ ほうなが

とお

け いと

いと なか

なか

はじ

はじ ぬ

ぬ はじ もど

もど

おいと ぬ あ ああ のこ

い

のこ

ふた お

お き ずのこ

のこ

め ああ あ

ず

ず

① 毛糸の端から15㎝を残し､くさり編みで9目編みます。編み終わったら毛糸を15㎝残して切ります。(図14)
② くさり編みを二つ折りにして、残した毛糸で縫い合わせます。端まで縫い終わったら、糸をくさり編みの中へ
　 通して、縫い始めに戻します。(図15)
③ ②で戻した糸ともう一方の糸を結び､短い方をくさり編みの中へ入れます。長い方は残します｡(図16) 

け いと

いと

いと

け いと き

き

ず

ず

ず

ず

ずあ むす

むす

ちゅうおう

はじ

りょうたん のこあ

のこ ぽん さい しょ

むす むす

むす なかぽん い

おな かい

のこ ああ あ お のこ

のこ

め

め

め とお ひ

① 毛糸の端から15㎝を残し､くさり編みで16目編みます。編み終わったら毛糸を15㎝残して切ります｡(図9)
② くさり編みのひもを（図10）のように結び目が中央にくるように結びます。同じようにあと2回結びます｡(図11)
③ くさり編みの両端に残した糸を結び１本は､くさり編みの中へ入れます。(図12)
④ 残りのもう１本は最初の結び目に通し引っぱり､しろくまのしっぽをつくります。糸は切らずに残します｡(図13)

ぺんぎん？は毛糸を 1重で使う

約 5cm残す

（図3）

毛糸針

いと

いと

みみ した め じゅん

むす なか い

やく のこ

ず かた ほう おな ず

とお ほんいとしゃしん さん こう

ぬ

けちゃいろない よう つか

つかし はん

いと け いと はんぶん やく なが

けちゃいろ いと

ず ず

むす

なか い

け いと じゅう つか

けいとばり

やく のこ

ず

け いと じゅう つか

けいとばり

やく のこ

いと むす なか い

いと やく のこ あたま

あたま

ぐち

ぐち だ ず

うえい とお
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手

しっぽ

て

足
あし

まえ うしろ

ねこ
②

①

③
④

⑥

⑤

⑦

前後に注意して貼ってね。
ぜん ご ちゅう い は

（うすオレンジ）

（うすオレンジ）

（こげ茶）
ちゃ

（うす茶）
ちゃ

（うすオレンジ）

（白）
しろ

（うすオレンジ）

ねこの鼻と鼻の周りを

くっつけ中心に貼ってね。

耳はまえから見て

左耳に包むように貼ろう♪

ちゅうしん は

はつつ

みみみ

はな はな まわ

みみひだり

はな

手

しっぽ

て

足
あし

まえ うしろ

しろくま

しろくまの鼻を

中心に貼ってから、

目を貼ると、

顔がつくりやすいよ♪

ちゅうしん は

はめ

かお

⑧

⑨

耳はまえの左右に付けます。
みみ さ ゆう つ

（ピンク）

（こげ茶）
ちゃ

本体に手・足・しっぽ・フェルトパーツをつけます
たいほん あして

① それぞれ手･足･しっぽは写真を参考に本体に縫い付けます。縫い付けにはそれぞれの残しておいた長い方の糸を

　 使います。編み目に縫い付けましょう。

② フェルトパーツをそれぞれの写真を参考に本体に貼り付けます。縫い付けた手から近いところから貼り付けます。

あつか

しゃしん

しゃあして しん

さん こう ほんたい は つ

ぬ つ ぬ つ

ぬ つ て ちか は つ

いとほうのこ ながさん こう ほんたい

め ぬ つ

手
て

足
あし

まえ うしろ

とかげ

⑩

⑫

⑪

（こげ茶）
ちゃ

（水色）
いろ

（白）
しろ

みず

口を中心に貼ってから

目を貼るとやりやすいよ！

背びれはうしろのしっぽより

上の中心につけてね♪

め は

ちゅううえ しん

ちゅうくち しん は

せ
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　長めに残す 毛糸針
けいとばり

穴を重ね合わせる
あな かさ あなが のこ

結ぶ
むす

裏面
うらめん

手
て

足
あし

まえ

とんかつ

口を中心に貼ってから

目を貼ると表情が

つくりやすいよ♪毛糸が

ふわふわなのでしっかり

貼ろう！

ちゅうしん は

は

は

ひょうじょう

くち

め

いとけ

（こげ茶）
ちゃ

（ピンク）

横は穴を重ね合わせて毛糸針で縫います。下の穴はなみ縫いをします。しぼるために少し長めに残します。

あみぐるみに着せつけて、洋服の残った毛糸を引っぱりちょうどよいところで結んで玉どめをします。

穴は２つあります。あみぐるみのサイズに合わせて調節しましょう。はなかんむりも同様です。

① フェルトパーツ⑬⑭⑮⑯⑰を使います。 

② ピンクのうさ耳フェルトパーツ⑭を切り取り､うさ耳の真ん中に貼り付けます。

　 とかげの折れ耳にはピンクのうさ耳を貼り付けません。

③ ②のうさ耳フェルトパーツ⑬⑮⑯⑰を裏返してはくり紙を上にします｡うさ耳の先から1.5cmまではくり紙を残して切ります。

④ フェルトのパーツ以外の部分を4.5cmに切っておきます。

⑤ はなかんむりの柄を下にして、③のピンクのうさ耳を下に向けて中心に重ねます。その上から④で切ったフェルトでうさ耳を

　 抑えてとめます｡ 市販のテープでとめても良いでしょう。

おきがえの洋服のつけ方
よう ふく かた

はなかんむりのつくり方
かた

①②③を
くり返して
かがる穴を重ね合わせる

あな かさ あ

かえ

引っぱって
結ぶ
むす

ひ

①

②③

はくり紙あり
し

裏面
うらめん

1.5㎝

4.5㎝

手

お腹

て

足
あし

まえ うしろ

ぺんぎん？

くちばしを目印に

目を貼ろう！

お腹を先に貼ってから

足を貼ってね☆

め じるし

はめ

は

はあし

さきなか

なか

（こげ茶）
ちゃ

（クリーム）

（クリーム）

（白）
しろ

よこ あな

あな あ せつ どうようちょう

かさ あ

き ようふく のこ いと むす たまけ ひ

け いと ぬ あなした ぬ ながすこ のこばり

とんかつとぺんぎん？の顔や体のパーツは市販のフェルトを使います。フェルトパーツ型紙を紙に写しとって使用してください。（P14)

それぞれのキャラクターのうさ耳はパッケージにある

写真を参考にしてつくりましょう。

うしろ

みみ

みみ

しゃしん さんこう

みみ つみみ はお

みみ みみ さき

い がい

がら

おさ はん よし

した みみ した む ちゅう かさ うえ みみきしん

ぶ ぶん き

し のこ きうらがえ し うえ

みみ ま は つなかき

つか

と

かお からだ し はん つか かた がみ かみ うつ し よう
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フェルトパーツフェルトパーツ
ない し ようよう

セット内容でつくれるすみっコあみぐるみで使用するフェルトパーツです。

耳（ピンク）×2
みみ

目（茶）
め ちゃ 目（茶）

め ちゃ

目（茶）
め ちゃ

目（茶）
め ちゃ

目（茶）
め ちゃ

口（茶）
くち ちゃ

お腹（白）
なか しろ

※お腹は、ぺんぎん？・とがげ共通です。
なか きょうつう

目（茶）
め ちゃ

鼻（茶）
はな ちゃ

鼻（茶）
はな ちゃ

鼻の周り（白）
はな まわ しろ

耳の柄（うすオレンジ）
みみ がら

背中の柄小サイズ

（うす茶）

せ なか

ちゃ

がらしょう

しっぽ（うすオレンジ） 脇の柄（うすオレンジ）
わき がら 背中の柄大サイズ

（うすオレンジ）

せ なか がらだい

い ち

しろくま ねことかげ

⑨しろくまの目・鼻
め はな

⑩とかげの目・口
め くち

①ねこの目・鼻
め はな

⑧しろくま

　の耳×2
みみ④ねこの背中の

　柄小サイズ

せ なか

がらしょう

⑫とかげの背びれ
せ

⑪とかげのお腹
なか

⑤ねこの背中の柄大サイズ
がらなかせ だい

⑥ねこの脇の柄　⑦ねこのしっぽ
がらわき

②ねこの耳（前後に注意）
ちゅうごぜんみみ い

③ねこの鼻の周り
まわ

みみ

みみ みみ みみ みみ

はな

⑬ねこととかげのうさ耳

ピンクの
フェルト

フェルトパーツ配置の仕方
はい ち し かた

フェルトパーツ配置の仕方
はい ち し かた

ページの各キャラの番号を参考にフェルトパーツを貼り付けてください。一部余分にフェルトが余るようになっています。
ばん さんこうごうかく は つ いち ぶ よ ぶん あま

水色のフェルト
みずいろ

うす水色のフェルト
みずいろ

白のフェルト
しろ

クリームのフェルトベビーピンクのフェルトうすピンクのフェルト

⑭ピンクのうさ耳 ⑮とかげのうさ耳 ⑯しろくまのうさ耳 ⑰ねこのうさ耳

うすオレンジのフェルト
うす茶の
フェルト

ちゃ

こげ茶のフェルト
ちゃ

前
まえ

前
まえ

⑧

⑨

①

⑪

④

⑦
⑬

⑩

②

⑤

⑥

⑫

③

ひげの位置

目（茶）
め ちゃ

口（クリーム）
くち

左足（クリーム）
ひだりあし

右足（クリーム）
みぎあし

目（茶）
め ちゃ

くち せん い ち

ぺんぎん？口の線の位置

目（茶）
め ちゃ

目（茶）
め ちゃ

口（ピンク）
くち

とんかつ

⑭ ⑮ ⑯ ⑰

背びれ（水色）
せ みずいろ

※背びれは2枚を貼り合わせてください。
せ まい は あ

すみっコぐらしのフェルトパーツの型紙です。2個以上つくるときは市販のフェルトを使います。

この図面を別の紙に写しとったものを型紙として使用してください。はさみで切る際には十分注意してください。

かた

し よう

こ いじょう し つかはん

ず めん べつ かみ うつ がみかた き さい じゅうぶんちゅう い

がみ
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カワイくラッピングして
友だちにプレゼントしちゃお　
とも カワイくラッピングして
友だちにプレゼントしちゃお　
とも

とかげ

しろくま ねこ

シリンダーが止まりハンドルだけが
まわっている状態Q.うまく編めない。

Q.毛糸がテンションや針の中にからまってしまいシリンダーがまわらなくなってしまった。

Q.毛糸の結び目がテンションに通らず引っかかってしまった。

Q.付属の毛糸以外で編めますか？

Q.あみぐるみ以外のものはできますか？

Q.目が飛んでしまいます。

Q.毛糸玉を編む前にほぐさないで、そのまま編んでしまいハンドルをまわしたらカチカチと音がした。

A.1ページめの「毛糸をセットしましょう」をよく読んでからはじめてください。

A.付属の毛糸に近い並太を使用してください。

A.できます。いろいろアレンジしてみてください。

A.毛糸を引っぱらないように、テンションにかけてから、一定の速度でハンドルをまわし、毛糸の状

態を確認しながら編んでください。輪編みの場合は、ハンドルを逆まわしにしないでください。

A.セット内容の毛糸針で編み目をゆるめてはずしてください。毛糸は十分ほぐし、からまらない

ように注意して編んでください。

A.毛糸がテンションに引っかかり安全装置がはたらきカチカチと音がします。

　 1ページめの「毛糸をほぐしましょう」を読んでから編みはじめてください。

A.結び目は小さくし、余分な毛糸は切ってください。2ページめの「毛糸がなくなりそうになっ

たり、色をかえたいときは…」をよく読んでください。

●きりかえダイヤルを平編み（H）に合わせ、ハンド
　ルをまわし、止まってもまわし続けたとき。
●並太毛糸より太い毛糸などを使って、きつくなって
　もハンドルをまわし続けたとき。

こんなとき安全装置がはたらきカチカチと
音がします。

毛糸:アクリル100%
表示者：株式会社タカラトミー 0570-041031

すみっコぐらし あむあむたまご Ｑ＆Ａ

MADE IN INDONESIA

ピンクのうさ耳

ねこ・しろくまのうさ耳 とかげのうさ耳
みみ

みみ みみ

と

じょうたい
あ

けいと よ

め と

けいと ひ いってい そくど けいと じょう

たい かくにん あ あわ ばあい ぎゃく

けいとだま あ まえ あ おと

け いと ひ あんぜんそう ち おと

け いと よ あ

けいと はり なか

ないよう け いとばり あ め け いと じゅうぶん

ちゅう い あ

けいと むす め とお ひ

むす め ちい よ ぶん けいと き けいと

いろ よ

ふぞく けいと い がい あ

ふぞく けいと ちか なみぶと し よう

い がい

ひら ああ

と つづ

なみぶと け いと ふと け いと つか

つづ

あんぜんそう ち

おと


